
Wildlife partnership office やまがたヤマネ研究会

H28年度飛島（離島）哺乳類調査

日時：2015年8月2日（火）～４日（木）

＊船が欠航した場合は2泊3日の日程で、1日ずつずれて実施

内容 詳しい内容

8月2日

～8:00 酒田港集合・出航可否の確認 荷積み・乗船手続き

＊欠航の場合酒田港に宿泊、鳥海山近辺調査

＊9:00の便に乗船不可の場合は13:45の便で飛島にて合流でもＯＫ

9:00 酒田港発

10:15 飛島着→宿泊施設へ移動 宿にて調査準備・調査打ち合わせ

＊宿は「沢口旅館」にお世話になります（HPあり）

11:15 昼食（宿）

12:00 調査開始 ・ネズミ類及びトガリネズミ類罠設置

18:00 コウモリ調査 ・コウモリ調査（定点目視＆バットディテクタ―踏査）

19:00 夕食（宿） ・翌日調査の打ち合わせ＆テレメ指導　後自由時間

8月3日

7:00 朝食（宿）

8:00 調査開始 ・罠確認＆計測

・罠設置

・島内踏査（両・爬・昆虫・陸上貝類も捕獲します）

12:00 昼食（弁当） ・ストランディング調査

・コウモリ類調査　　　　　など（グループ別れて実施）

19:00 夕食（宿）・翌日の打ち合わせ

20:00～ コウモリ捕獲調査 ・20:00～2:00と2:00～6:30の2グループに分かれて実施

8月4日

7:00 朝食 ＊前日の予報で1便（11:15）のみ出航予想の場合は1便で帰船の可能性有

8:00 調査開始 ・罠確認＆計測

・罠設置

・島内踏査（両・爬・昆虫・陸上貝類も捕獲します）

12:00 昼食（弁当）

14:00 宿に戻る ・各自物品の片づけ

15:45 帰船２便・解散 （15:15には飛島港にて待機。17:00酒田港着）

＊調査隊自体は8月6日まで島内で調査。

　5日以降の調査同行希望の場合、宿泊費のみ自己負担で調査同行可。

　ただし欠航による渡船不可の場合は宿泊費は当会で負担します。



【注意事項】

・船は欠航するのが有名です。1～2日乗れない＆帰れないなどありますので、気を長く持ってください…

・2泊3日全行程参加できる方のみ募集です（ただし、酒田港までのアクセスの問題で渡船当日内の便変更は可）

・乗船費、調査中の宿泊費（欠航による延期宿泊費含む）は全負担しますが、

　酒田港までの交通費は自己負担となります。

・土産物屋しかありませんので、サニタリー用品などであっても入手できないこともあります。

（多少のお菓子、酒の取り扱いはあります。ジュースの自販機有）

・保険加入を行いますので、緊急連絡先など個人情報をお伺いします。

・作業中はとにかく暑いので、体力に自信のある方＆自己体調管理ができる方募集です。

　（調査経験の有無は問いません）

・調査期間中は他メンバーと同室となります（男女は分かれます）。

【持ち物（必須）】

・調査着（長袖長ズボン必須。洗濯は不可。気温は日中25～32℃位です。）

・防水の調査靴とレッグカバーもしくは長靴

・調査時携帯用リュック（20L程度でOK)

・双眼鏡

・ヘッドライトと替えの電池

・フィールドノートと3色ボールペン

・自分に合った薬（酔いやすい方は酔止め必須）と保険証（コピーで可）

・ラバー付軍手（土まみれ・泥まみれになるので2セットあると良いでしょう）

・携帯電話

・お泊りセット

＊風呂場にはｼｬﾝﾌﾟｰ・ﾄﾘｰﾄﾒﾝﾄ・石鹸・ﾄﾞﾗｲﾔｰは有。部屋に浴衣、バスタオル、ハンドタオル、歯ブラシ有）

【持ち物（あるといいもの）】

・帽子もしくは頭に巻くタオルなど（風が強いので、飛ばされないものがいいです）

・カメラとポケット鳥図鑑（飛島は渡り鳥の聖地なので、休憩中自由に散策可）

・バットディテクター

・水筒（冷えた飲み物が飲みたい場合）

【参考HP】

・調査情報　http://yamagata-yamane.jimdo.com/飛島哺乳類調査記/

・フェリー情報　http://sakata-kankou.com/course/tobishima/ship/

・旅館情報　http://umi-tobishima.jimdo.com/

・飛島観光情報　http://www.sakata-kankou.com/course/tobishima/

調査風景 


